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埼玉県合同輸血療法委員会調査報告

第３部

スライド１ スライド2

報告１　2011 年埼玉県における血液使用状況について
　　　―全国調査より―

演者：前田　平生　先生　　埼玉医科大学総合医療センター　輸血・細胞治療部

　それでは恒例ですけど、2011 年の全国調査か
ら埼玉県分につきまして、ポイントだけですがお
話ししたいと思います。

　今日、お話しする内容は、報告施設がどのよう
なところから出ているか。赤血球と血漿の使用状
況。前半のシンポジウムでも問題になっています
が、血液の廃棄量。そして、自己血輸血。今回か
ら大量輸血の例が出ておりますので、これも埼玉
県ではどうなっているかということについてお話
をします。
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スライド3

　まず、報告施設です。リポートとして、171施
設から報告が出ておりました。その中で、赤血球
輸血が 153 施設、ＦＦＰは 136 施設が使用して
おりました。
　これが、ベッド数別です。報告数の約半分は
100床以下。そして 300床以上で 20％ぐらいで
す。22％ですか、というところの報告がありまし
た。

スライド4

　これを使用量でいきますと、この 20％の 300
床以上の施設で 80％赤血球が使用されていると
いうことですので、やはり抑えるべきところは、
この 300 床以上の施設ということになるのでは
ないかと思います。

スライド5

　これは血漿ですが、血漿も同じです。施設的に
は二十何％のところで、血漿に関しては、92％が
300床以上の施設で使用をしているということで
あります。

スライド6

　いまの 153 施設の赤血球と凍結血漿をプロッ
トしたものです。こちらが赤血球の単位で、こち
らがＦＦＰです。
　ここに線が引いてあるのが、ＦＦＰ対赤血球の
比が 0.5 ということですので、この線より上の施
設が、赤血球に対してＦＦＰの使用量が多いとこ
ろです。このようなところはかなり多いですね。
赤血球が４千単位ぐらい多い。
　だいたいはこの線上、もしくはその以下に乗っ
ていると。県内でも報告のあったところでは、主
要（？）施設がＦＦＰの使用量が多いと。これは
それぞれの施設の事情によるわけであります。
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スライド7

　これは、実際の凍結血漿の使用量で見たもので
す。上にある青は、ここまで赤血球からいくと血
漿が使えるのですが、実際の使用量はこれだけと
いうことで、ＦＦＰとＲＢＣの比が低いところと
いうことになります。下の赤は、赤血球に対して
0.5 以上使っている施設ということであります。
このプロットしたものが、ＦＦＰ、ＲＢＣの比率
であります。このように、ところどころ非常に高
いところがあります。そのようなところでは当然
ながら、ＦＦＰが過剰に使われているということ
であります。
　ただ、県内全体としては、赤血球の使用総数（？）
が 20万単位でした。ＦＦＰが８万単位というこ
とで、全体でやりますと比率は 0.4 ということで
す。おそらく全国平均もこの程度だろうと思いま
す。この統計で赤血球 20万単位が報告されてお
りますので、たぶん県内では 28万単位とか 29
万単位が供給されているということですので、７
割ぐらいは把握しているのかなと。
　凍結血漿についても同じでして、14万単位ぐ
らいが使用されているうちの 60％から 70％ぐら
いが、一応報告の中では把握をされているという
ことです。
　前年度も話しましたように、やはり施設によっ
て、心臓外科あるいは消化器、救命というような、
その施設の中での輸血使用量の割合が高いところ
では、どうしても凍結血漿の使用が増えて、とて
もではないけど 0.5 以下に収めるというのは、も
う基本的に難しいというのが実情だろうと思いま
す。

スライド8

　次に廃棄量です。赤血球の廃棄に関しましては、
赤が使用量で、青が廃棄です。実際の、こちらに
プロットしてあるものが廃棄率になります。
　ですから、一般的に使用量が多いところは、そ
れなりに院内で使用が可能ということですので、
おおむね５％以下。特に多いところでは２、３％
で収まっていますが、使用量が少ないところでは、
どうしても供給された血液を期限内に使用できな
いということで、施設によって非常にばらつきが
出てきます。
　これもたぶん地理的な事情なのか、血液セン
ターと各医療施設の間で、これはちょっと個別に
検討をする必要があるかと思います。
　全体では３％であります。これから血液を節減
するといっても、なかなか３％節減するのは大変
ですから、それを廃棄するということですので、
これをきっちり有効利用すること自体が非常に重
要な問題かなと思います。これは引き続き、業務
検討小委員会で検討していただけると思います。
　ただ、これは施設がコードでしか配られており
ませんので、どこの施設ということが、この調査
からは分かりませんので、もう少し具体的な検討
が必要なのではないかと思います。
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　次に自己血輸血です。これは村上先生の方から
報告がありましたけれども、だいたい自己血全体
で１万３千単位でして、同種血を含めますと、トー
タルの中の 6.1％ということで、前年より、パー
セントではちょっと少なくなっているようです
が、実数としてはそれほど変わらないということ
であります。全国レベルでも、この自己血輸血は
だいたい６％台前半の感じですので、全国と同レ
ベルのことかなと思います。
　これも自己血の全体の赤血球使用量に対する割
合ですが、このように非常に頑張っているところ
です。実際の赤血球の使用単位数が少なくても、
かなり自己血の 30％いっているところ、あるい
は 20％以上のところもありますが、平均的には
６％ということであります。

　自己血の廃棄です。自己血の廃棄もどのような
患者さんを対象にして自己血をやっているかとい
うことによって、大きく異なってくると思います。
　使用量と廃棄量で、絶対の廃棄率は 16％とい
うことでありまして、これも確か例年とあまり変
わらないということであります。
　このように廃棄率の高いところというのは、今
日もちょっとありましたが、産科の自己血とかに
なると、どうしても半分ぐらい廃棄となることが
多いということでありまして、確実に使用する患
者を対象にしているところでは、この廃棄率が低
いということになるかと思います。

スライド9

スライド10

スライド11

　次に、大量の輸血症例です。この大量輸血症例
に関しましては、基本調査とは別の詳細報告とい
うのがあります。ちょっとその辺りで、一方は報
告しているのですが、この大量施設（？）に対し
ては報告していない施設が出てきます。というこ
とで、それをコードで埋め合わせをしまして、大
量輸血症例に関しては半年分だったのですが、一
応それを便宜的に２倍ということにして、年間の
使用量から大量輸血がどの程度のパーセントかと
いうことを出してみました。
　この中で、青があるところは報告のあったとこ
ろで、大量輸血症例が赤血球の場合には、平均
で19.7％ですので、赤血球輸血の中の約20％が、
10単位以上の輸血で使われていたということで
す。
　もう一方、凍結血漿になりますと、かなりばら
つきはありますが、14施設で報告がありまして
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42％。40％が大量輸血症例で、同時にこの凍結
血漿が使われていたということであります。
　ですから、この凍結血漿の使用を何らかのかた
ちで早く止血ができるような状況をつくれば、仮
にこれが半分になったとしたら、全体の 20％が
節減できるという、単純な推計ではそのようにな
ります。
　今日の宮田先生のお話というのは、今後どのよ
うな方向に向かっていくかということに対して、
どれほどの対象があるかということについては、
非常に重要なデータが集まっているのではないか
と思います。

ころをピックアップしているのですが、これが
9900。約１割が大量出血はあるといいながら、
データは提出してなかったところ。大量なしが
１万５千ということです。
　そこで、実際の大量輸血のデータ8600単位が、
全体の報告例の、１万３千単位の中の８千、これ
が報告をされているのですが、これをこちらの例
と比例配分をしながらやっていきますと、回答な
しを含めまして、おそらく１万３千単位ぐらいの
大量輸血が行われていたのではないかということ
です。
　これを実際、・・万ですので、これが半年分の
２倍を掛けますと、２万７千単位で 13％ぐらい
は使用されていると。これは、全体の全国調査の
ものでも、実際の報告例だけで十数％ありました
ので、実際の 13.3％というと結構な赤血球の輸
血量ということになるかと思います。

スライド12

　全体として、県内でどの程度のものが、実際に
大量輸血症例で使用されているかというのは、こ
れはまったくの推計になりますが、実は大量輸血
症例では、回答があったのと、回答がなしという
のがあります。全体として、20万単位が使われ
ておりました。
　大量輸血の回答があった施設の中でも、データ
として、きちんと記入してくれたところと、大量
はありました。やっていますということだけが報
告してあって、データは記入していないというの
もありました。もちろん、大量輸血がないという
報告や回答なしもありました。
　それから見ますと、実際に大量輸血があって、
データがあったので、８万７千単位が使用されて
おりました。ですから総使用数の中の結構な量で
す。
　これは、回答のないところ、データなしのと

スライド13

　それと同じことをＦＦＰで見てみましたけれど
も、実際の、凍結血漿の使用例の中の 38％ぐら
いは大量輸血症例で、データのあった分だけでも
そうですけど、これぐらいが使用されているだろ
うと。実際には、量としては３万単位ぐらいが大
量輸血例で使われているということです。
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　これを全体の使用量の中で言いますと、赤血球
に関してはこの赤の部分です。病床別で、300床
以上のところで大量輸血が行われていたのです
が、300床から 500床のところでは約２％、500
床以上のところで約 11％、全体としては 13％ぐ
らいが大量輸血例であろうと。
　ＦＦＰに関しましては、300 床から 500 床の
ところで６％、500 床以上のところで 33％、全
体としては 40％ぐらいが大量輸血例で使われて
いるということですので、やはり大量に輸血され
た症例をいかに戦略的に治療していくかというこ
とについては、かなり血液の節減、その他につい
て重要な問題だと思います。

に関しましては、施設ごとに、それぞれの診療科
の名前を勝手に書いてもらったということがあり
ますので、かなり重複する部分がございます。
　それでも症例数として心臓血管外科が 44％、
救命救急が 14％、消化器外科あるいは外科とい
う一般のところで報告されているのが 14％、産
科も含めて産婦人科が４％。
　このほかに泌尿器、整形とか、こういうのも本
当に整形なのか、救命の範疇に入るものなのか、
脳神経もひょっとすると救命の方ということで、
ちょっと分かりませんけれども、心臓外科、救命、
消化器外科、産科というところで、80％ぐらいの
症例が報告をされております。

スライド14

スライド15

　診療科別については、別紙になっていまして、
なかなか埼玉県の部分を抽出することが難しかっ
たので、全国調査の報告をしておきます。診療科

スライド16

　実際の使用量についても同様の傾向でありま
して、ここまでで 75％強ということになります。
これは赤血球。血漿になるとやや増えまして、
80％近くになるということであります。

スライド17
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　まとめになりますが、県内での報告施設が 171
施設で、そのうちの赤血球を輸血した施設が 153
施設、大量輸血施設は15施設でした。
　赤血球とＦＦＰの使用単位数が 20 万単位と
８万単位。それぞれ県内の使用数の７割ぐらいが
報告されています。ＦＦＰ全体としては 0.4 と。
赤血球の廃棄量が3.3％。
　自己血に関しましては、実際の使用量は6.1％。
ただし廃棄量が16.1％と、かなり高率であります。
　大量輸血例でも赤血球の輸血量は、報告として
は 8641 単位、8.4% でありますが、その他報告
をしていないところを推定しますと、13.3％程度
は行われているだろうと。
　凍結血漿に関しましては、報告そのもので
22.7％。全使用量の 38％ぐらいが大量輸血例で
使用されているのではないかと。
　診療科別では、心臓血管外科、救急、消化器外科、
産科で全体の 75％から 80％を占めていたという
ことでございます。以上です。

（報告１終了）

スライド18




